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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 18,929 16.8 1,617 1.0 1,826 2.1 1,398 16.1

2022年３月期第２四半期 16,212 △5.2 1,601 52.4 1,788 43.1 1,204 85.8

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 1,174百万円 （△43.9％） 2022年３月期第２四半期 2,094百万円 （53.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 114.55 －

2022年３月期第２四半期 98.75 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 44,310 32,594 73.6 2,667.38

2022年３月期 42,853 31,636 73.8 2,591.51

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 32,590百万円 2022年３月期 31,633百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期（予想） － － －

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 △6.3 1,300 △49.8 1,600 △44.8 1,000 △50.0 81.92

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

２．2023年３月期（予想）の年間配当金については、安定配当を基本方針としておりますが、現時点では配当予定
額は未定としております。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有

③  会計上の見積りの変更                        ： 有

④  修正再表示                                  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 12,253,570株 2022年３月期 12,241,746株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 35,257株 2022年３月期 35,177株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 12,211,441株 2022年３月期２Ｑ 12,198,616株

※ 注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等につきましては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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セグメントの名称

2022年３月期
第２四半期連結
累計期間売上高

（百万円）

2023年３月期
第２四半期連結
累計期間売上高

（百万円）

対前年同期比較

金額差異
（百万円）

増減率
（％）

鮮魚の販売事業 9,686 12,055 2,368 24.5

餌料・飼料の販売事業 6,505 6,838 332 5.1

その他の事業 20 35 15 75.5

合    計 16,212 18,929 2,716 16.8

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症へのワクチン接種の普及や予防対策等を通じて社会経済活動は緩やかな回復基調にありました。しかしなが

ら、世界的なインフレの進行や不安定な国際情勢が続くなか、資源高と円安の同時進行による物価上昇圧力が強ま

りました。

　当養殖業界におきましては、新型コロナウイルス感染第７波の影響もあり、鮮魚の取扱量が伸び悩むとともに物

流など諸経費も高騰し、また、昨年春のハマチ稚魚（モジャコ）の不漁の影響もあり、経営環境は厳しい状況が続

いております。

　その結果、当社グループの「鮮魚の販売事業」は、主力商品であるタイ・ハマチの販売数量が減少したものの魚

価上昇に伴い増収となりました。一方、「餌料・飼料の販売事業」は、生餌は不漁により販売数量が激減し、配合

飼料は販売数量がほぼ横這いでしたが、価格上昇により売上高は微増となりました。

　利益面では、子会社におけるウナギ・マグロ事業が順調に業績推移したことなどから各利益は前年実績を若干上

回るものとなりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は189億29百万円（前年同期比16.8％増）、営業利益は16億17

百万円（前年同期比1.0％増）、経常利益は18億26百万円（前年同期比2.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は13億98百万円（前年同期比16.1％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は以下のとおりであります。

（注）セグメント間の取引については、相殺消去しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産合計は311億64百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億円

（4.0％）増加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金の増加、仕掛品の増加及び貸倒引当金の減少等によ

るものであります。

　固定資産合計は131億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億55百万円（2.0％）増加いたしました。これ

は主に三崎水産加工センターの完成に伴う有形固定資産の増加等によるものであります。

　この結果、資産合計は443億10百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億56百万円（3.4％）増加いたしまし

た。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債合計は83億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億27百万

円（9.5％）増加いたしました。これは主に支払手形及び買掛金の増加等によるものであります。

　固定負債合計は33億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億28百万円（6.4％）減少いたしました。

　この結果、負債合計は117億16百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億98百万円（4.4％）増加いたしまし

た。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は325億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億57百万

円（3.0％）増加いたしました。これは主に利益剰余金の増加等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は73.6％（前連結会計年度末は73.8％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の業績は、コロナ禍で鮮魚の取扱量が伸び悩むなか、前述のとおり、売上高及び各利

益は予測を上回っていますが、先行きは依然として不透明な状況にあるため、2022年５月６日付の「2022年３月期　

決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表いたしました連結業績予想は据え置くことといたします。

　なお、今後「業績予想の修正等」に関する開示の必要性が生じた場合には、速やかに公表いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,032,471 21,300,278

受取手形及び売掛金 5,632,131 6,316,920

商品及び製品 631,262 653,738

仕掛品 2,172,725 2,241,138

原材料及び貯蔵品 33,144 51,088

短期貸付金 352,178 257,727

その他 562,677 578,040

貸倒引当金 △452,638 △234,054

流動資産合計 29,963,952 31,164,878

固定資産

有形固定資産 4,931,445 5,303,684

無形固定資産 120,827 152,481

投資その他の資産

投資有価証券 7,438,050 7,207,588

その他 1,072,473 1,154,705

貸倒引当金 △672,753 △672,734

投資その他の資産合計 7,837,770 7,689,559

固定資産合計 12,890,042 13,145,726

資産合計 42,853,995 44,310,604

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,683,045 3,650,295

短期借入金 3,772,500 3,772,500

未払法人税等 330,032 434,865

賞与引当金 25,903 26,627

その他 854,459 509,524

流動負債合計 7,665,940 8,393,812

固定負債

長期借入金 2,571,875 2,335,625

役員退職慰労引当金 251,838 267,374

退職給付に係る負債 271,168 276,926

資産除去債務 36,227 79,290

繰延税金負債 420,518 363,515

固定負債合計 3,551,628 3,322,731

負債合計 11,217,568 11,716,544

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,729,499 2,743,304

資本剰余金 3,666,246 3,680,051

利益剰余金 23,539,330 24,693,967

自己株式 △19,194 △19,385

株主資本合計 29,915,882 31,097,937

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,717,574 1,492,973

その他の包括利益累計額合計 1,717,574 1,492,973

非支配株主持分 2,970 3,149

純資産合計 31,636,427 32,594,060

負債純資産合計 42,853,995 44,310,604
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 16,212,630 18,929,219

売上原価 13,365,468 15,745,556

売上総利益 2,847,162 3,183,663

販売費及び一般管理費 1,245,929 1,566,187

営業利益 1,601,232 1,617,475

営業外収益

受取利息 35,195 32,777

受取配当金 110,236 130,729

投資不動産賃貸料 13,205 12,741

持分法による投資利益 18,000 938

その他 24,157 44,994

営業外収益合計 200,794 222,182

営業外費用

支払利息 3,412 4,312

投資不動産賃貸費用 4,631 4,645

その他 5,543 4,483

営業外費用合計 13,586 13,440

経常利益 1,788,440 1,826,216

特別利益

補助金収入 － 262,566

特別利益合計 － 262,566

特別損失

固定資産除却損 － 9,939

投資有価証券評価損 82,420 －

減損損失 8,629 －

災害による損失 － 22,340

固定資産圧縮損 － 262,566

特別損失合計 91,050 294,846

税金等調整前四半期純利益 1,697,390 1,793,936

法人税、住民税及び事業税 366,348 425,004

法人税等調整額 126,217 △30,041

法人税等合計 492,566 394,963

四半期純利益 1,204,823 1,398,973

非支配株主に帰属する四半期純利益 228 204

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,204,594 1,398,768

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,204,823 1,398,973

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 888,690 △224,835

持分法適用会社に対する持分相当額 672 208

その他の包括利益合計 889,362 △224,626

四半期包括利益 2,094,186 1,174,346

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,093,855 1,174,168

非支配株主に係る四半期包括利益 330 178

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

 （有形固定資産の減価償却方法の変更）

　有形固定資産及び投資不動産（リース資産を除く）の減価償却方法については、従来、当社及び国内連結子会社

では定率法（但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016年４月１日以降に取得した

建物附属設備及び構築物は定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しており

ます。

　当社グループでは、第１四半期連結会計期間に完成した三崎水産加工センターをはじめとした一連の設備投資計

画の見直しを契機として、有形固定資産の使用実態を改めて検討いたしました。その結果、耐用年数の期間内にお

いて長期安定的な稼働が見込まれることから、有形固定資産の減価償却方法として定額法による費用配分を行うこ

とが経営実態をより適切に反映する合理的な方法であると判断いたしました。

　この変更により、従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ41,391千円増加しております。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行し

ております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1) に基づき、実務対応報告第

42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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